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ま
し
た
。

「
あ
な
た
の
そ
ば
で
談
笑

を
」
を
合
言
葉
に
、
移
住
者

の
新
規
就
農
者
、
林
業
者
、

そ
ば
屋
の
ご
主
人
、
地
元
の

方
な
ど
が
集
ま
り
、
毎
回
、

そ
ば
打
ち
を
し
な
が
ら
話
に

花
が
咲
き
ま
す
。

回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加

者
が
増
え
、
仕
事
の
近
況
や

体
験
談
、
地
域
の
活
性
化
や

未
来
の
展
望
な
ど
幅
広
い
話

題
を
語
り
合
い
、
交
流
が
深

ま
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
出

会
い
と
繋つ

な

が
り
が
、
日
々
の

生
活
に
潤
い
を
持
た
せ
て
く

れ
ま
す
。

今
年
は
、
ソ
バ
の
作
付
面

積
を
24
㌃
に
増
や
し
ま
し

た

４
年
目
と
な
る
今
年
も


ソ
バ
は
順
調
に
育
ち

白
い

花
が
一
面
に
咲
き
ま
し
た
。

10
月
15
日
の
「
そ
ば
打
ち

教
室
サ
ロ
ン
」
で
も
、
多
く

の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
多
く
の
人
と
の
交

流
を
通
じ
て
、
農
家
の
苦
労

や
喜
び
を
伝
え
て
い
け
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
京
丹
波
町
農
業
委
員
会

・
片
山
さ
え
子
委
員
）

に
ソ
バ
を
ま
き
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
元
気

が
な
く
な
っ
て
き
た
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を

考
え
た
と
き
、
収
穫
し
た
ソ

バ
を
使
っ
た
「
そ
ば
打
ち
教

室
サ
ロ
ン
」
を
春
と
秋
の
年

２
回
開
く
こ
と
を
思
い
つ
き

両
親
か
ら
ミ
ズ
ナ
の
ハ
ウ

ス
４
棟
と
山
間
の
農
地
を
受

け
継
ぎ
ま
し
た
が
、
畦
畔
が

広
く
獣
害
が
酷ひ

ど

い
た
め
、
何

年
も
作
付
け
で
き
ず
、
草
刈

り
で
保
全
管
理
す
る
の
が
精

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

「
何
か
作
物
を
栽
培
し
て

農
地
を
蘇

よ
み
が
え

ら
せ
た
い
」
と
夫

と
相
談
し
、
３
年
前
、
11
㌃

す
る
者
が
い
な
い
」
な
ど
の

現
状
や
「
獣
害
防
止
柵
の
周

辺
の
草
刈
り
が
必
要
」
「
特

産
物
と
し
て
山サ

ン

椒
シ
ョ
ウ

を
栽
培

し
て
は
ど
う
か
」
な
ど
、
多

く
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

参
加
し
た
関
係
機
関(

町


普
及
セ
ン
タ
ー
、
農
業
会

議
）
か
ら
は
、
「
山
椒
や
タ

カ
ノ
ツ
メ
は
獣
害
を
受
け
に

く
く
、
売
り
先
も
あ
る
」

「
柵
の
維
持
管
理
に
多
面
的

機
能
支
払
制
度
の
活
用
を
考

え
て
は
ど
う
か
」
「
会
社
勤

め
の
若
手
で
グ
ル
ー
プ
を
作

れ
な
い
か
」
な
ど
具
体
的
な

取
り
組
み
が
提
案
さ
れ
た
。

ま
と
め
と
し
て
、
農
業
委

員
会
事
務
局
長
を
兼
務
す
る

菱
本
嘉
昭
産
業
環
境
課
長
か

ら
、
「
ま
ず
は
地
区
で
の
組

織
づ
く
り
に
向
け
て
、
農
業

に
関
心
の
あ
る
若
手
や
担
い

手
に
声
か
け
を
」
と
参
加
者

に
協
力
を
依
頼
し
、
地
区
連

を
終
え
た
。

（
今
）

同
地
区
の
実
行
組
合
長
等
が

参
加
し
、
９
月
15
日
、
地
区

連
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
地
区
連
で
は
｢

農
機

が
高
く
て
買
え
な
い
」
「
農

機
が
壊
れ
た
ら
農
業
を
や
め

る
」
「
息
子
世
代
に
農
業
を

井
手
町
玉
水
・
水
無
地
区

は
、
会
社
勤
め
を
し
な
が
ら

自
家
用
の
米
や
野
菜
を
栽
培

す
る
兼
業
農
家
が
多
く
、
お

の
お
の
が
定
年
退
職
後
に
農

業
を
継
い
で
農
地
を
守
っ
て

き
た
。
同
地
区
の
京
力
農
場

プ
ラ
ン
で
は
、
息
子
世
代
が

農
業
に
魅
力
を
感
じ
る
特
産

物
導
入
と
合
わ
せ
て
担
い
手

の
育
成
や
組
織
に
よ
る
農
機

の
共
同
利
用
、
獣
害
対
策
な

ど
に
取
り
組
む
目
標
を
掲
げ

て
い
る
。

京
力
農
場
プ
ラ
ン
実
現
に

向
け
て

同
町
が
呼
び
か
け


寺
島
正
直
委
員
、
島
田
英
夫

委
員
、
小
川
均
委
員
お
よ
び

増
や
し
、
豊
富
な
色
彩
の
ブ

ド
ウ
の
６
次
産
業
化
に
挑
戦

し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
た

い
」
と
意
欲
を
語
る
。

２
人
は
、
上
狛
地
区
の
京

力
農
場
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向

け
た
活
動
に
加
え
、
「
地
域

計
画
（
目
標
地
図
）
の
話
し

合
い
」
な
ど
に
取
り
組
む
。

の
ね
ぎ
」
で
経
営
規
模
拡
大

を
め
ざ
す
㈱
秋
田
農
園
の
代

表
取
締
役
で
、
「
農
盛
会
」

の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
京

力
農
場
プ
ラ
ン
案
の
作
成
に

関
わ
っ
て
き
た
。
「
地
域
の

人
た
ち
で
山
城
ブ
ラ
ン
ド
を

作
っ
て
、
将
来
も
地
域
農
業

を
継
続
で
き
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

内
垣
委
員
は
、
祖
父
か
ら

経
営
を
受
け
継
ぎ
、
直
売
用

の
ブ
ド
ウ
と
万
願
寺
ト
ウ
ガ

ラ
シ
な
ど
を
栽
培
す
る
。

「
新
し
い
品
種
の
ブ
ド
ウ
を

木
津
川
市
農
業
委
員
会

は
、
10
月
３
日
の
初
総
会
で

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

を
委
嘱
し
、
農
業
委
員
19
人

と
推
進
委
員
19
人
の
新
体
制

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

上
狛
地
区
で
は
、
20
代
と

30
代
の
若
手
経
営
者
が
推
進

委
員
に
就
任
し
た
。
京
都
農

業
経
営
塾(

※)

１
期
生
の
秋

田
佳
英
委
員(

38)

と
２
期
生

の
内
垣
徹
哉
委
員(

29)

だ
。

秋
田
委
員
は
、
木
津
川
市

山
城
町
産
の
青
ね
ぎ
「
山
城

の
目
標
は
、
野
菜
な
ど
園
芸

作
物
の
生
産
が
盛
ん
な
上
狛

地
区
に
は
、
品
質
に
こ
だ
わ

っ
た
高
収
益
の
農
業
経
営
を

展
開
し
て
い
る
若
手
農
業
者

が
多
い
こ
と
か
ら
、
「
山
城

ブ
ラ
ン
ド
の
農
産
物
を
食
卓

に
！
」
に
決
定
し
た
。

が
参
加
し
、
上
狛
地
区
の
課

題
を
話
し
合
っ
た
。
そ
の
結

果
、
農
地
の
管
理
や
貸
借
の

利
用
調
整
に
つ
い
て
、
地
区

外
か
ら
の
入
作
者
を
含
め
た

ル
ー
ル
づ
く
り
の
た
め
に
協

議
が
必
要
な
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

ま
た
、
京
力
農
場
プ
ラ
ン

５
月
か
ら
再
開
し
、
若
手
農

業
者
の
意
見
交
換
会
で
京
力

農
場
プ
ラ
ン
の
素
案
づ
く
り

の
た
め
に
協
議
を
重
ね
て
き

た
。５

月
と
６
月
の
意
見
交
換

会
に
は
、
若
手
農
業
者
グ
ル

ー
プ
「
農
盛
会
」
の
メ
ン
バ

ー
９
人
と
新
規
就
農
者
２
人

未
提
出
者
に
は
農
業
委
員
・

推
進
委
員
か
ら
提
出
を
依
頼

し
て
、
過
半
数
の
農
家
の
回

答
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
。

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
取
り

組
み
を
中
断
し
た
が
、
今
年

上
狛
地
区
で
は
京
力
農
場

プ
ラ
ン
実
質
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
２
年
前
に
ス
タ
ー

ト
し
た
。
上
狛
地
区
の
耕
作

者
と
地
元
在
住
の
地
権
者
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

と
語
る
。
農
業
委
員
会
で

は
、
市
内
各
地
で
相
続
税
納

税
猶
予
の
適
用
対
象
と
な
る

都
市
農
地
貸
借
制
度
の
利
用

が
広
が
り
、
都
市
農
業
の
振

興
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

（
京
都
市
農
業
委
員
会
）

め
の
貸
借
は
延
べ
16
件
の
申

請
が
あ
り
、
農
業
委
員
会
へ

の
相
談
も
相
次
い
で
い
る
。

特
定
都
市
農
地
貸
付
で
市

民
農
園
を
開
設
し
た
槌
田
エ

リ
子
さ
ん
は
、
「
野
菜
づ
く

り
に
挑
戦
す
る
利
用
者
の
方

と
交
流
す
る
の
が
楽
し
い
」

が
判
明
し
た
。

４
年
前
に
施
行
さ
れ
た
都

市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
に
よ

る
生
産
緑
地
の
貸
借
も
順
調

に
増
加
し
て
い
る
。
９
月
末

時
点
で
担
い
手
の
経
営
面
積

拡
大
の
た
め
の
貸
借
は
延
べ

30
件
、
市
民
農
園
開
設
の
た

た
。
そ
の
結
果
、
今
年
８
月

末
ま
で
に
全
体
の
94
％
（
面

積
ベ
ー
ス
）
で
特
定
生
産
緑

地
の
申
請
が
行
わ
れ
、
今
後

も
営
農
が
継
続
さ
れ
る
都
市

農
地
が
大
半
を
占
め
る
こ
と

京
都
市
で
は
、
優
良
な
都

市
農
地
を
守
る
た
め
、
１
９

９
２
年
に
指
定
さ
れ
た
生
産

緑
地
の
所
有
者
に
対
し
、
一

昨
年
か
ら
特
定
生
産
緑
地
の

指
定
申
請
を
働
き
か
け
て
き

こ
し
協
力
隊
に
就
任
し
た
。

協
力
隊
の
任
期
を
終
え
た
現

在
、
一
昨
年
に
起
業
し
た
「
合
同

会
社
ｔ
ａ
ｎ
ｇ
ｏ
ｂ
ａ
ｒ(

丹
後

バ
ル)

」
で
、
缶
詰
事
業
と
食
体

験
事
業
に
取
り
組
む
。

缶
詰
事
業
で
は
、
リ
フ
レ
か
や

の
里
農
産
加
工
所(

与

謝
野
町)

と
連
携
し
た

自
社
商
品
の
開
発
に
加

え
、
丹
後
地
域
の
生
産

者
や
料
理
人
、
加
工
事

業
者
の
新
商
品
づ
く
り

を
支
援
す
る
。

食
体
験
事
業
で
は
、

海
の
京
都
エ
リ
ア
の
農

家
や
漁
師
、
猟
師
な
ど

生
産
者
の
協
力
を
得

て
、
生
産
現
場
で
し
か

味
わ
え
な
い
体
験
の
企

画
運
営
に
取
り
組
む
。

「
食
を
通
し
て
、
つ

く
る
人
と
食
べ
る
人
の

距
離
を
近
づ
け
た
い
」

と
関
さ
ん
は
抱
負
を
語

っ
た
。（

京
丹
後
市
農
業
委
員
会
）

４
年
前
、
京
丹
後
市
に
Ｕ
タ
ー

ン
し
た
関せ

き

奈な

央お

弥や

さ
ん(

33)

。
大

学
卒
業
後
、
東
京
で
学
校
栄
養
士

と
し
て
食
育
に
取
り
組
ん
で
き
た

知
識
と
経
験
を
生
か
し
て
「
丹
後

の
食
を
活
か
し
た
事
業
に
取
り
組

み
た
い
」
と
京
丹
後
市
の
地
域
お

つ
く
る
人
と
食
べ
る
人
の
距
離
を
近
づ
け
る

合同会社ｔａｎｇｏｂａｒ(丹後バル)代表社員

京丹後市 関 奈央弥さん

ソ
バ
で
山
間
の
休
耕
田
を
蘇
ら
せ
る

｢

そ
ば
打
ち
教
室
サ
ロ
ン｣

で
地
域
を
元
気
に


満
開
の
ソ
バ
。
写
真
右
上

は
片
山
委
員
、

そ
ば
打
ち

教
室
サ
ロ
ン

京都市

９
割
超
が｢

特
定
生
産
緑
地｣

を
申
請

都
市
農
地
の
貸
借
も
延
べ
46
件
に
拡
大

2019年に特定都市農地貸付により開設さ

れた京都市内の市民農園

開
発
し
た
ア
ヒ
ー
ジ
ョ
の
缶
詰
を

持
つ
関
さ
ん

京
力
農
場
プ
ラ
ン
実
現
へ
話
し
合
い

京
力
農
場
プ
ラ
ン
実
現
へ
話
し
合
い

京
力
農
場
プ
ラ
ン
実
現
へ
話
し
合
い

井
手
町
玉
水･

水
無
地
区

現
状
を
共
有
し
な
が
ら
、
熱
心

に
話
し
合
う
参
加
者


代
と

代
の
担
い
手
が
推
進
委
員
に
就
任

｢

自
分
た
ち
で
山
城
ブ
ラ
ン
ド
を
作
っ
て
い
く
！｣

秋
田
委
員

｢

６
次
産
業
化
で
地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
！｣

内
垣
委
員

木津川市
農 委 会

◇

（
※
）

専
門
家
や
先
輩

経
営
者
に
学
び
つ
つ
、
経

営
理
念
や
事
業
計
画
を
徹

底
的
に
考
え
る
実
践
的
な

研
修
を
行
う
塾
。

木津川市
上狛地区

｢

京
力
農
場
プ
ラ
ン｣

｢

京
力
農
場
プ
ラ
ン｣
若
い
担
い
手
の
意
見
で｢

京
力
農
場
プ
ラ
ン｣

を
決
定

目
標
は｢

山
城
ブ
ラ
ン
ド
の
農
産
物
を
食
卓
に
！｣

木
津
川
市
の
山
城
町
上
狛
地
区
で
は
、
若
手
農
業
者

（
後
継
者
や
新
規
就
農
者
）
が
「
地
域
農
業
の
あ
り
方
」

を
協
議
し
て
「
京
力
農
場
プ
ラ
ン
」
の
目
標
と
素
案
を
作

成
し
、
集
落
の
実
行
組
合
長
や
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
意
見
を
反
映
し
て
プ
ラ
ン
案
を
決
定
。

９
月
30
日
に
木
津
川
市
が
「
山
城
町
上
狛
地
域
京
力
農
場

プ
ラ
ン
」
と
し
て
公
表
し
た
。

秋田佳英委員（右）と内垣徹哉委員


